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我々は、半導体多重量子井戸中に閉じ込められた励起子を共鳴励起することで差周波混合によ

り発生するテラヘルツ電磁波に関する研究を行っている[1,2]。この実験では一つの連続波レーザ

ー光で重い正孔(HH)励起子を共鳴励起し、もう一方の連続波レーザー光のエネルギーを様々に変

えて実験を行ったが、軽い正孔(LH)励起子エネルギーでの共鳴効果は小さかった。その一方、以

前に我々は発光スペクトルの励起光エネルギー依存性を様々な励起光強度で測定した結果から、

励起子の安定性に関する議論を行った。そこで、今回、連続波レーザーで生成された HH励起子

と LH励起子の相互作用について、励起子の安定性の観点から議論することを目的に研究を行っ

た。 

試料には、GaAs/AlAs多重量子井戸を用いた。井戸と障壁層の厚さは、ともに 7.35 nmであり、

pin構造に挟まれている。図 1(a)は連続波レーザーのスペクトルであり、HHおよび LH励起子エ

ネルギーと一致している。図 1(b)は、室温で LH励起子を 20mWで励起し、HH励起子での反射

率変化を HH励起子に照射するレーザー光の強度を変えて測定した結果である。直感的には反射

率変化はプローブ光には依存性しないと考えられる

が、実験結果は、LH励起子を励起した場合の HH励

起子ポピュレーションの変化がプローブ光に依存す

ることを明らかに示している。これは LH励起子と

HH 励起子の相互作用がプローブ光強度に依存する

ことを示しており、さらに 5 mW以上の強度では非

線形に増加している。このことは、LH励起子と HH

励起子の相互作用においても、励起子の安定性が重

要な寄与を果たしていることを示唆していると考え

ている。 
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